
 

 

        

 

                                     

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今月のねらい＞                  

・友達と共通の目的にむかって、協力して取り組む 

＜今月の活動＞                  ＜今月の歌＞ 

・散歩・コオーディネーショントレーニング     ・あわてんぼうのサンタクロース 

・運動遊び(鉄棒・なわとび・マット)・劇ごっこ   ・ジングルベル 

・製作・指先遊び(はさみ・のり)など       

・お散歩ジャンバーを園でお預かり

します。安全を考慮し、フードのない

物を用意して下さい。また記名の確認

を忘れずにお願いします。 

 

 

 

ふじぐみだより 

 

５さいのおたんじょうび 

おめでとう♪ 

１２月うまれのお友達 

Ｒ３ .１２.１ 発行 

寒さも少しずつ厳しくなり、季節はすっかり冬になりましたが、子どもたちは寒さに負けず元気いっぱい遊んでいます。 

 先月は、“自分の思いやイメージを言葉で表しながら友達と関わって遊ぶ”をねらいとして一か月取り組んできました。 

友達と関わって遊ぶことが好きな子どもたち。友達と好きな遊びを一緒に楽しむ姿が見られますが、遊びのなかで双方の思い

のずれからトラブルにつながることもあります。保育者が仲立ちとなり話を聞くと、自分の思いや考えをうまく言葉にするこ

とが出来ずに黙り込んでしまったり、相手の気持ちを考えずに相手が嫌がることをしてしまったりとそれぞれです。また、 

グループ活動の際にも友達と相談しながら活動を進めていくなかで、こうしたいという気持ちがあっても、なかなか言葉で 

表せない場面があります。自分がされたら嫌な気持ちになる、ということはわかっていても、それを自分に置き換えてイメー

ジすることは難しく、自分本位な姿が見られています。そこで、子どもたちがイメージする力を育てる為に、絵のない本の 

読み聞かせや素話などを取り入れ、読んだ後にそのなかに出てくるクイズを出して、イメージを膨らませたり、語彙力や表現

力を身につける為に、言葉遊び(しりとり・同じ音で始まる言葉集め・伝言ゲームなど)を行っています。読み聞かせでは、 

ぼんやり聞いていたのが少しずつ頭のなかでイメージしながら聞こうとしたり、言葉遊びでは、わからない子にはヒントを 

与えることで答えたり、少しずつ自分で考え、楽しみながら参加している子どもたちです。引き続き、自分の思いやイメージ

を言葉で表す力を育てていきたいと思います。ご家庭でも、お子さんと一緒に言葉遊びを行ってみて下さい。 

～お願い～ 


